
電気ショッカーなどの駆除活動で年々ブラックバスの個体数は減ってきています



タカの仲間で、カラスと同じくらいの大きさです。遠目には

茶色の鳥に見え、一見するとトビ（とんび）とよく似ていま

すが、チュウヒは写真のように両翼を浅いＶの字に構えて

飛ぶことが特徴です。日本では局地的に少数が繁殖して

いますが、多くの地域では冬鳥です。伊豆沼・内沼でも冬

季に渡来します。ヨシ原で見られることが多く、低空を飛

びながらネズミや小鳥などを捕らえます。チュウヒの顔は

、ほかのタカ類よりも平面的で集音しやすくなっており、、ほかのタカ類よりも平面的で集音しやすくなっており、

目だけでなく耳も利用して獲物を探すと言われています。
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